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2011年 3月11日
東日本大震災

子ども会役員として、
PTAの支援物資集めに協力

↓↓
人生で初めて
災害支援に関わる



2012年 子ども会役員として
地域の防災訓練にスタッフとして参加

学区でのイベント

夏祭り

学区体育大会

とんど祭り

地域の他団体の方やいろんな世代の人たちと

交流が深くなっていく



2018年7月 西日本豪雨災害

災害ボランティアを始めたきっかけ



活動の様子



2019年 東畦学区防災会 立ち上げ

中心スタッフとして関わるようになる

他のメンバーは・・・

岡山市危機管理室職員

消防士

防災士
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組織の形骸化にとらわれて実際の活動につながらない

学区防災会としての位置づけが不明確



2020年～2022年 コロナ蔓延

地域のイベントは中止

月１回の定例会も停滞

主要スタッフの入れ替わり

岡山市危機管理室職員

防災士



このままでは存続が危ないっ

★定例会前にスタッフで打合せ会議
★定例会にレジメを用意 ⇒ スムーズな進行
★イベントをやりっぱなしにせず、

前年度の課題をクリアするようにする



組織の継続性

 LINEグループを作成、登録してもらう

各団体、町内会から役員として１名参加

（体協、PTA、子ども会、消防団、栄養改善、民生委員、

地域の総合病院、各町内会、連合町内会長）

役員としての任期が終わっても、

LINEグループには入ったままにしてもらう

災害が起きた時に動ける人をたくさん作っておく



役割の継続性①

★地域でのイベント

夏まつり（７月下旬）

子ども会役員、保護者 やきそば 1000食

とんどまつり（１月中旬）

栄養改善委員、小学校PTA、子ども会 豚汁500食

非常時の炊き出し訓練



役割の継続性②

★防災訓練（避難所開設訓練）

受付

子ども会、PTA



炊き出し

栄養改善委員

パッククッキング 250食



避難エリアのライン引き

体育協会



地域の小学校で防災の授業

AED・胸骨圧迫の講習会

（小学校PTAと共同開催）

地域での活動



防災の必要性を知ってもらうために

防災会役員には

年１回 LINEによる内水反乱を想定した模擬訓練

学区防災訓練 ブラインド訓練

事前に役割を決めず当日各自の判断で動く



地域の方たちには

学区防災訓練（避難所開設訓練）

お客様ではなく、

実際の避難を想像してもらう



東畦学区独自の取り組みを知ってもらう





地域での防災活動をすすめるためには・・・

地域イベントでの団体活動から、たくさんの人に出会う

活躍している人を見つけて仲間にする

各種団体としっかり連携をとって顔の見える関係性を築く

役員として関わっている期間だけでなく、

任期が終わった後も何かの形でつながるようにする

地域のコミュニティの力が大切

仲間づくりが重要！


